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相生中島地区とは

課題と展開

　相生中島地区とは、十勝地方の中心
地、帯広の市街地から約 5km程に位置
し、北海道大雪山系を源流とする十勝川と、日高山脈を源流とする札内川が十勝平野の帯広、音更の中心地付近で合流
する中島状の地区を指し、帯広市、幕別町、音更町にまたがっている中州状の地区です。
　この場所は十勝川、札内川、帯広川の 3河川が合流するところで、しかも川が大きく蛇行していることもあり、洪水
の被害が起きる可能性が他よりも高い場所です。  
　面積は約 150ha で、約 30 年前までは砂利採取プラントや農耕地として活用されていましたが、河川砂利採取中止以降、
農耕地以外に広がっていた砂礫地にヤナギ林が形成されるようになりました。150ha の内、その半分は河畔林（主にヤ
ナギ）、半分は草原となっており、その他、池、小水路等が存在する多様な環境です。林や草原の規模が大きいので、多
くの動植物が生息しています。現在分かっているだけでも、植物 225 種、哺乳類 14 種、鳥類 113 種、両生爬虫類 2種、
魚類 11 種、低生動物 59 種も記録されています。  
　帯広市や音更町、幕別町の市街から近いため、地域住民が利用する場所になっています。

主催：河川管理者　年度：2002(H14)～2004(H16)年
「十勝川相生中島地区川づくりワークショップ」 主催：市民・地元企業・河川管理者（オブザーバー）　年度：2005年（H17）～　※活動6年目『十勝川相生中島市民協働会議』

　 ―川づくりWSでの基本方針―
□洪水時に安全に水が流れる形状と
　する。
□岸辺部、水路部の河畔林は、洪水時
　の水の流れに支障のない範囲で現
　状の樹林帯を残す。
□水路部は、自然環境や洪水対策に配
　慮しながら池や散策路を整備して、
　人が自然とふれあえる場所にします。
□岸辺部の道路整備については、でき
　るだけ自然に手を加えないように配
　慮して行う。

事務局：10 名（構成：市民、地元企業）　過去のワークショップや現地見学会参加者：267 名以上

　十勝川相生中島地区の整備計画について、市民と地元企業と河川管理者が協働して、同地区のあり方（工事の内容、進め方、
工事後の利活用）について、2005 年より「川づくりWS」を引き継ぐ形で活動を継続しています。これまでに、ワークショップ
やシンポジウムを 7回、現地見学会を 15 回実施し地域住民との意見交換や整備計画の周知活動などを行っています。

私たちについて

2009( 平成 21) 年度の活動

＜３年間のワークショップで話合われた
　　十勝川相生中島地区の整備計画案＞
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□2009. 5.10　　春季現地見学会
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□2009. 7.14　　工事説明会
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□2009.10. 3　　秋季現地見学会　高所作業車
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□2009.11. 7-8　とかち帯広「環境交流会」2009
□2009.12.12　   現地視察

2009.12.12　   現地視察 2009.12.12　   現地視察2009.12.12　   現地視察

□2010. 2.20　　冬季現地見学会　スノーラフティング

工事の影響
工事により多くの樹木が伐開され、相生中島地区に生息・生育する多くの
生物に影響がでることが当会議の課題の一つです。そこで、私たちは工事
後により多くの生物が相生中島へ訪れるようにならないか考えました。

当会議では、池の掘削を提案しています。河川管理者主催の「川づくりWS」でも提案されており、これまでのシンポジウムやワー
クショップの参加者からも、池の創出を望む声は出されています。そこで、工事後により多くの生物が訪れることができるような
池のあり方を、市民有志、知見を持つ地元企業、河川管理者の『協働』で検討しています。

協働で池の創出提案

大規模な治水工事が行われています！

生物の多様性と親水性の確保を目指して活動中！
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　平成22年2月20日(土) 9:45～12:15に、十勝川相生中島市民協働会議は相生中島地区の工事を受注した㈱伊豆倉組と
共催して、十勝川相生中島地区で冬季相生中島地区現地見学会『相生中島スノーラフティング見学会』を実施しました。参加
者は親子連れなどの一般参加者38名でした。「スノーラフティング」、「冬芽観察」、「ペレットストーブ見学」、「カレー昼食会」
など盛りだくさんの内容でした。
　また、同日にエールセンター十勝で行われた「十勝水辺フォーラム」(水辺体験活動に関わる団体間の交流、連携を強化す
る集まり）へもパネル参加しました。
　合わせて、相生中島地区での工事状況も紹介します。

□今年度も相生中島地区での説明会や見学会などを実施予定しています。メールや新聞等で、ご案内いたしま
　すのでご参加下さい。
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事  務  局：十勝川相生中島市民協働会議
住　　所：080-0015 北海道帯広市東１５条南４丁目１－７３先「治水の森」　エールセンター十勝
電　　話：0155-20-3755　Fax：0155-20-3788
HPｱﾄﾞﾚｽ：http://homepage2.nifty.com/aioinakajima/

伊豆倉組による工事内容説明 スノーラフティングの様子 スノーラフティングの様子

冬芽見学の様子 工事から出た再生材の説明

水辺フォーラムに展示した活動紹介パネル

ペレットストーブ実演紹介 カレー昼食会

相生中島地区の工事の様子 相生中島地区の工事の様子


